
 

 

 

 

 

１．単元デザイン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．単元で育成する資質・能力 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

    

 

① 生きて働く「知識・技能」 

(ウ)数の大小や順序を考えることによって、数の系列を作ったり、

数直線上に表したりすること。 

(エ)一つの数をほかの数の和や差としてみるなど、ほかの数と関連

づけてみること。 

(オ)2 位数の表し方について理解すること。 

(キ)数を、十を単位としてみること。 

(ク)10 ずつのまとまりを作って数えること。 

②未知の情報にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」 

（ア）数のまとまりに着目し、数の大きさの比べ方や数え方を考え、それら

を日常生活にいかすこと。 

③「学びに向かう力・人間性等」 

・数や数量に親しみ、学んだことのよさや楽しさを感じなが

ら学ぶ態度。 

・数について多面的な見方ができることを感じながら学ぶ態

度。 

・学んだことを日常生活に生かそうとする態度。 

 生活の中で、ものの数を数えた経験のある児童は多いが、順

序数ではなく、集合数としても 2位数を捉えられるようにする。

100 までの数について、半具体物を数える操作を通して、｢10 と

幾つ｣の数や「何十と幾つ」の数を位取り板に表し、十進位取り

記数法の見方を身につけ、加減計算の素地となるようにする。 

 子どもが十を単位として数えるよさを実感するために、２位数を位取り板

に表す活動を行う。どんな２位数も、十を単位として考えると、数えやすく、

分かりやすいことに気付き、位取り板で表すことを通して、数に対する感覚

を養えるようにする。また、数直線（かずのせん）で数の大小や順序、系列

などを分かりやすく説明できるようにする。 

10 個入りのたまごパックや、1 円玉と 10 円玉の関係、指の数な

ど、児童の身の回りには｢10 のまとまり｣が多く存在している。身の

回りの日常事象を、算数という視点を通して新たに見直すことで、

数量について関心をもち、算数で学ぶことのよさや楽しさが実感で

きるようにする。 

① 数を、十を単位としてみること。 
① 一つの数をほかの数の和としてみる。 

横浜市小学校算数教育研究会 

一斉授業研究会指導案 1年 ｢おおきいかず｣  

単元の主張 十進位取り記数法の原理について基礎的な理解を図る。２位数については、10 のまとまりの個数と端数という

数え方を元にして表現されていることを理解し、数の構成についての感覚を豊かにする。位取り板については、

１色の●で表し、２位数や簡単な３位数について位取り板で表せるようにしたい。これは、加法や減法の素地と

なる。既習のきまりを活用することで物事を合理的・能率的に処理したり、そのよさを説明したりできる。ま

た、数範囲が広がった場合でも計算を創っていけそうだと考える態度を育成することができる。 

 

① 数の大小や順序を考え、数の系列を作る。 

①  数を数直線上に表す。 

 

 

① 2 位数の表し方について理解する。 

① 2 位数を位取り板に表す。 
①  

②数のまとまりに着目し、数の大きさの比べ方や数え方を考えたり、日常生活に生かしたりすること。 

③ 10 をひとまとまりにして数えるよさに気付き、進んで生活や学習に活用する態度 

① ② 

・２位数の数え方、唱え方を知る。 

・２位数の位取りの原理と記数法について理解を深 

める。 

 

・十進位取り記数法の理解を図るために、2 位数の

表し方を考え、位取り板につなげる。 

 

・２位数の数え方、唱え方や、位取りの原理と記数法 

 の理解 

③ ④ ⑤ ⑥ 

・２位数の数え方の理解 

・２位数の構成の理解 

・100の唱え方、読み方、書き方の理解 

・２位数を位取り板に表す。 

・２位数について、十を単位として数 

 の大きさを見ることができるよう  

 にする。 

・100の唱え方、読み方、書き方を知 

 る。 

⑦ ⑧ ⑨ 

・数の規則性や構成の理解 

・100 までの数の系列や大小の理解 

・120 程度までの数の唱え方や系列の理解 

・数直線（かずのせん）を用いて、100 

 までの数の並び方をとらえたり、数 

 の構成を考えて大小比較をさせたり 

 する。 

⑩ ○11 ○12  

・「10が幾つ」と「何十といくつ」を加 

 減計算と結びつけて考える。 

・２位数の数の構成を基にした加減計算の仕方の理解 

・繰り上がりや繰り下がりのない２位数と１位数との加減

計算の仕方の理解 

○13 ○14 ○15 ○16  

・十進位取り記数法と加減計算を結びつ 

 けて考える。 

・身の回りの大きい数について、十を単位 

 として数えればよいことに気づき、数  

 え方を説明する。 

・身の回りにあるものの数に基づく２位数の理解 

・知識・技能の定着と次の学習への見通し 

本 時 

授業者 日吉南小学校 堀野洋七郎 

 



 

３．本時について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の主旨 
２位数は、10 のまと

まりの個数と端数とい

う数え方を基にして表

現されていることを理

解し、数の構成について

の感覚を豊かにする。そ

のために、10 を表すブ

ロックと 1 を表すブロ

ックに違いをつけたり、

十の位と一の位の部屋

を分けたりして、簡潔に

表せるという考えを引

き出したい。教科書と位

取り板をつなぐような

活動をしたい。 

 
 

 

 

○問題場面の把握 
ブロックの十の束が幾つと端数が幾つで表した２

位数を、より少ないブロックで表すことができない

かを考える。 

 

○解決の見通し 
「十のまとまりを表すブロック」と「端数を表すブロ

ック」を分けて表現した児童の考えと「10を表すブロ

ックと１を表すブロックの置く場所を分けた」考えを拾

いながら、十進位取り記数法の原理につながる概念を引

き出していく。 

位取り板のように十の位と一の位に分ければ、十の束

をかくことなく２位数が表せることに気づかせる。 

本時目標  ２位数について、より簡潔に表す方法を考え、十進位取り記数法の原理につながる考え方について考察する。 

 
 
 

 

 

○10を表すブロックと１を表すブロックを変

える考え 
  10 を表すブロックと 1 を表すブロックで色を変えた

り、置き方を変えたりして、区別する考え方について共有す

る。ブロックを 10個使わなくても、10を表すことができ

ることを理解する。 

 

○10を表すブロックと１を表すブロックを置

く位置を変える考え 
  10を表すブロックと1を表すブロックの置く位置を分け

て、表現する考え方を理解する。また、どちらの考えも、ブ

ロックを10個使わなくても10を表すことができることを

理解する。 

□1  なるべく少ない数のブロックで

２位数を表すにはどうすればよい

か、課題を焦点化する。 

 
 

□2  数をより少ないブロックで表すと

きにどのような考えを使ったかを考

察する。 

 

 

 

○本時を通してわかったこと、気づいたこ

とを振り返り、適用問題に取り組む。 
 

7 つのブロックを使ってどのような数を表すかを

見る。 

自分で他の数を表す操作を行うことにより、2位数

の表し方について、10 のまとまりを表す考え、ブロ

ックを置く場所を分ける考えについて理解を深める。 

 

他の数についても表してみたい、もっと大きい数は

どのように表すのだろう、という発展的に考えている

児童の考えにふれ、次時の学習への意欲を高める。 

□3  学習を振り返り、他の数につい

て、ブロックで表す。 

＜板書計画＞ 

本時で働かせる数学的な見方・考え方       10のまとまりと端数に着目し、数の表し方を考える。 


